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平成１８年度分ＰＲＴＲデータの概要について（和歌山県） 

―化学物質の排出量・移動量の届出集計結果― 

 

 

 平成１１年７月に公布された「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促

進に関する法律」に基づき、化学物質排出移動量届出制度（「ＰＲＴＲ」(PPPPollutant:環境汚染

物質  RRRRelease:排出  and TTTTransfer:移動  RRRRegister:登録)）が導入されました。 

 この法律に基づき、平成１３年度分から一定の条件を満たした事業者（従業員数が２１人以

上の政令で定められた２３業種に該当する事業を営み、対象物質の年間取扱量が１トン以上

（平成１３、１４年度分届出については５トン以上））の事業所は、環境中に広く継続的に存

在し、人の健康や生態系に悪影響を及ぼす恐れのある３５４種類の化学物質について、１年間

の環境への排出量※１や移動量※２を毎年度届け出ています。 

 国（経済産業省・環境省）は、届出値の集計結果及び推計を行った届出対象外の排出量の集

計結果を公表することとされており、法施行後第６回目となる平成１８年度分の集計結果につ

いて、本日公表していますが、和歌山県においても、県内の排出量・移動量等の概要について

取りまとめましたので、公表します。 
※１排出：大気や河川など環境中への直接の放出 
※２移動：事務所の外に出す廃棄物中の化学物質と下水道へ放出される化学物質 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・全国の集計結果等は、環境省のホームページ（http://www.env.go.jp/chemi/prtr/risk0.html）に掲
載しています。 
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１１１１    届出排出量・移動量届出排出量・移動量届出排出量・移動量届出排出量・移動量    

（１）和歌山県内全事業所及び全物質の届出排出量・移動量 

事業者より届出のあった総排出量は、２，９９３トン（全国の１.２２％）、総移動量

は、４，８７０トン（全国の２．１６％）、排出量・移動量の合計は、７，８６３トン

（全国の１．６７％）となっています。 

 全国のデータと比較してみると、和歌山県は、移動量(特に廃棄物としての移動)の割

合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出排出量と移動量の構成届出排出量と移動量の構成届出排出量と移動量の構成届出排出量と移動量の構成比（和歌山県）比（和歌山県）比（和歌山県）比（和歌山県）    

届出排出量と移動量の構成比（全国）届出排出量と移動量の構成比（全国）届出排出量と移動量の構成比（全国）届出排出量と移動量の構成比（全国）    
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47.88％47.88％47.88％47.88％
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（２）事業所の届出排出量・移動量の多い物質 

   上位５物質の合計は、６，１４５トンで、全体の７８．１５％を占めています。 

   また、ガソリン・灯油、合成原料や溶剤として幅広く用いられるトルエン（１位）、 

キシレン(５位)、特殊鋼や電池などに用いられるマンガン及びその化合物(３位)が上位 

を占めているのは全国的な傾向と同様ですが、ステンレス鋼、顔料などに用いられるク 

ロム及び三価クロム化合物(２位)、基礎化学原料として広く用いられるベンゼン (４ 

位)については、順位が全国と比較して高くなっています。 
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排出量・移動量上位５物質とその量（和歌山県）排出量・移動量上位５物質とその量（和歌山県）排出量・移動量上位５物質とその量（和歌山県）排出量・移動量上位５物質とその量（和歌山県）    

 

    

    

排出量・移動量上位５物質とその量（全国）排出量・移動量上位５物質とその量（全国）排出量・移動量上位５物質とその量（全国）排出量・移動量上位５物質とその量（全国）    
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２２２２    届出外排出量の推計値届出外排出量の推計値届出外排出量の推計値届出外排出量の推計値    

 

（１）和歌山県の届出外排出量の推計値 

  国が推計を行った平成１８年度分の届出外排出量の推計値の合計は、３，７９７トン 

（全国の１．２１％）となっています。 

  

※対象業種：対象業種からの届出外排出量(用件に満たさないため届出対象外) 
非対象業種：非対象業種からの排出量(農業、林業、漁業、建設業等) 
移動体：移動体からの排出量(自動車、二輪車(二輪自動車及び原動機付自転車)、特殊自動車、

鉄道車両、船舶、航空機からの排出量) 
家 庭：家庭からの排出量：(主として、洗剤、防虫剤・消臭剤、化粧品、接着剤・塗料等に含

まれる対象物質の排出量) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

３３３３    届出排出量と届出外排出量の推計値の合計届出排出量と届出外排出量の推計値の合計届出排出量と届出外排出量の推計値の合計届出排出量と届出外排出量の推計値の合計    

 

（１）届出排出量と届出外排出量の合計 

  平成１８年度分の届出排出量と届出外排出量（推計値）の合計は、和歌山県６，７９ 

０トン（全国の１．２１％）となっています。 

    また、届出排出量と届出外排出量の構成比は全国と同様となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出外排出量の構成比（和歌山県） 届出外排出量の構成比（全国） 

届出排出量と届出外排出量の構成比（和歌山県） 届出排出量と届出外排出量の構成比（全国） 
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（２）届出排出量・届出外排出量上位５物質とその量 

   上位５物質の合計は５，０４１トンで、全体の７４．２３％を占めています。 

  また、ガソリン・灯油、合成原料や溶剤などに用いられるトルエン(１位)、キシレン 

(２位)、界面活性剤などに用いられるポリ（オキシエチレン）＝アルキルエーテル（３

位）、合成原料や溶剤などに用いられるエチルベンゼン（５位）が上位を占めているの

は全国的な傾向と同様です。 
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（参考１） 

 

和歌山県における届出等の推移 

(単位：ﾄﾝ/年) 

 平成１４年度分 平成１５年度分 平成１６年度分 平成１７年度分 平成１８年度分 

届出事業所数 ２３４ ３４６ ３７１ ３６３ ３６２ 

届出排出量(a)(a)(a)(a) ９６８ １，８６７ ２，５３６ ２，５８５ ２，９９３ 

届出移動量(b)(b)(b)(b) ３，３３４ ３，０２６ ３，１８５ ３，６７３ ４，８７０ 

届出排出量・移動量合計(a+b)(a+b)(a+b)(a+b) ４，３０２ ４，８９４ ５，７２２ ６，２５８ ７，８６３ 

届出外排出量の推計値(c)(c)(c)(c) ６，２３２ ４，３０５ ４，３８５ ４，１３５ ３，７９７ 

排出量合計(a+c)(a+c)(a+c)(a+c) ７，２００ ６，１７４ ６，９２２ ６，７２２ ６，７９０ 

 

 

 

全国における届出等の推移 

(単位：ﾄﾝ/年) 

 平成１４年度分 平成１５年度分 平成１６年度分 平成１７年度分 平成１８年度分 

届出事業所数 ３４，４９７ ４１，０７９ ４０，３４１ ４０，８２３ ４０，９８０ 

届出排出量(a)(a)(a)(a) ２８９，８７３ ２９１，２８２ ２６８，７３７ ２５９，０３８ ２４５，３９３ 

届出移動量(b)(b)(b)(b) ２１０，１１７ ２３５，４０５ ２２８，７０９ ２２９，４３０ ２２５，４２７ 

届出排出量・移動量合計(a+b)(a+b)(a+b)(a+b) ４９９，９９０ ５２６，６８７ ４９７，４４６ ４８８，４６８ ４７０，８２１ 

届出外排出量の推計値(c)(c)(c)(c) ５８９，０８２ ３４１，８０３ ３５７，３３０ ３４８，１１９ ３１５，０７９ 

排出量合計(a+c)(a+c)(a+c)(a+c) ８７８，９５５ ６３２，３１０ ６２６，８８９ ６０６，７９６ ５６０，４７２ 

※平成１４年度については、第一種指定化学物質の取扱量が５トン/年の事業所が対象となっています。 
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（参考２） 

 

届出対象業種 

 

金属鉱業 自動車卸売業 

原油・天然ガス鉱業 燃料小売業 

洗濯業 製造業 

 食料品製造業、化学工業、繊維工業 

鉄鋼業、電器機械器具製造業等 写真業 

電気業 自動車整備業 

ガス業 機械修理業 

熱供給業 商品検査業 

下水道業 計量証明業 

鉄道業 一般廃棄物処理業 

倉庫業 産業廃棄物処分業 

石油卸売業 高等教育機関 

鉄スクラップ卸売業 自然科学研究所 

 


